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思
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な
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の
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ベ
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サ
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彼
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著
：：：

『

世

界
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'
済

と

日

本

貴

暴J

第
一
一
次
大
戦
終
了
直
後
ぱ
世
界
経
済
ぼ
体
於
攪
乱 

さ
れ
て
い
た
ば
が
り
で
な
く
、
国
際
経
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学
界
も
ま 

'

た
整
備
さ
れ
た
状
態̂
な
が
0
妃
"
終
戦故

-!-

七
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た
っ
た
今
日
、
世'界
各
国
も
戦
後
復
興
期
が
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経
済 

発
展
の
段
階
に
ん
り.'
參
界
も
^
^
へ
何
が
世
於
絕 

済
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的
攪
乱
で
あ
り
■1
,'何
が
構
造
：

g

焚
化
：で
あ
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た
か
を
識
別
^'
き
る
段
暗
ぬ
連
し
た
，
戦
後
あ
れ 

'
ほ
ど
議
論
さ
れ
た
ド
ル
：不
足
問
鹿
は
先
進
工
業

i

間 

で
は
も
ば
や
解
消
し
た
ょ
ぅ
に
思^-
れ
ー
世
界
経
済 

'
の
問
題
と
し
て"

®
欧
斯
同
市
場
"
国
際
基
貨
制
度
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後
進
国
経
済
開
発
ど
援
助
：、
東
西
貧
易
な
、ど
の
諸
問 

題
が
浮
び
±-
ぺ
て
ぎ
た
。''
-:
の
ょ
デ
か
間
題
ば
^
ラ 

バ

ラ

に

唑

じ

た

，
の

で

'
は

な

く

て

.
、

'.
世
界
経
済
の
新
し. 

い
体
淛
へ
.の
転
換
'に
応
じ
る
：

1:

連
の
問
題
：で
あ
る°.
.;

:
;小
島
教
授
は
世
界
経
済
の
大

.き
な
流.れ
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把
-
し 

ょ
y

と

ず

る

態

度

を

示

さ

^:
す

で

に
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ど
技
術」
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(

1
九
0
三
年
、
商
工
行
政
社

)

C
S松

要： 

教
授
と
共
著〕

、
：:「

国
際
経
済
論」

：(

1
.九
五
0
年
''
>

: 

新
紀
元
社)

を
著
わ
さ
れ
.
た

。
.
：
い

ま

こ

れ

に

続

く

第
 

.三
集
と
し
て
本
書
を
世
に
問
わ
れ
た
わ
け
.で
：あ
る
。■/

.

.
本
書
の
狙
い
.は
、：
戦
後
世
界
経
済
の
基•本
問
題
.を 

.ブ
九
世
紀
初
頭
以
来
の
世
界
経
済
の
長
い
.歴
史
的
発
' 

_ 

展
め
：動
向
.の
な
か
佐
位
罾
づ
け
、；
：理
論
的
背
景
の
筋 

を
通
ぴ
て
澥
明
し
、
世
界
経
済
の

I

将
来
一
を
展
望
す
石 

£「

と

、
ど

、
-'
'::
.
:

世
界
経
済
環
境
®
省
察
か
ら
日
本
経
済
と 

日
本
貴
易
の
進
路
に
つ
い
て
、の
指
絶
を
明
ー
ボ
す
^
&
.バ
.
.
.
. 

と
：
に

知

る

。
'

(

内

容

は

一

：
一
ー
篇
に
わ
か
れ
、
、：
第
へ
1
:

篇
で
：は
彳

「

. * 

f

八
o
〇
年
頃
か
ら
の
世
界
経
済
の
生
成
と
発
展
と 

比
較
し
て
，^.
^
の
：--
1
«
:
;
界
経
済
の
構
造
変
動
を
素
亂
へ,: 

「

し
、
；©
拉
ひ
等
ば
ぁ
ら
わ
れ
た
ー
共
同
取
場
的
運
動
ザ
，

，
. 

'必
然
性
^
;論
理
を
究
明
、.：
：：
第

ニ

篇

で

は

"

^ :
ル
不
足
.
::
. 

問
題
，を
反
昝
し-'
;
'：.ド
ル
不
底
解
浒
化
に
伴
づ
古
ぁ
お-
 

わ
れ
だ
国
際
通
貨
か
問
遛
が
？
':
ド
：リ
て
ィ
ン
激
が
検
.，
 

討
を
通
し
て
取
り
器
れ
广
後
違
国
援
助
問
題
€»在

：：

. 

り
方
^
紅
：ょ
：ぶ"
：1'
:
1
1篇
で
比
世
界
経
済0
動

向

に
. 

対
応
す
る
白
本
質
易
の
発
展
：と
構
造
変
動
を
輸
出
入
：
:? 

両
面
か
ら
跡
づ.
け

、

％

来

へ

の

進

路

を

追

求

.
さ

れ

て
 

い
る
'
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本
書
は
す
で
に
発
凌
さ
れ
た
諸
論
ぞ
を
か
ど
に
し
::
:
: 

て
ま
ど
め
ち
#
て
.
U
:る
の
：で
、
小
岛
教
授
の■論

文

を
. 

従
来
か
ら
追
0:

て
き
た
者
に
と
っ
て
は
、
：す
で
に
.お 

な
じ
み
の
論
.
理

が

康

開

さ

れ

：
て

：
い

る

。
'

国
際
経
済
学
'

'

者
‘と
し
て
比
較
.優
位
に
も
と
•つ
.ぐ
国
際
分
寒
の
理
論
；

が
塞
本
と
&-
り
、
そ
の
ぅ
えに

合
意
的
分
業
に
も
と 

づ
.く
新
し
い
理
論
な
ど
が
教
授
独
特
の
豊
か
な
、
雄 

大
な
構
想
と
、
綿
密
な
作
業
に
ょ
り
、
比
較
，的
長
期 

の
世
界
経
済
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
そ
の
な
か
に
み

ご
と
.に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
.と
を
読
者
は
認
め
る
で 

あ
ろ
：う
。
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.

『

社

会

思

想

史

概

論』
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八

.

■
社
会
思
想
史
と
.い
う
表
題
に
よ
っ
て
か
か
れ
た
夂 

献
は
.、；

内
外
と
_も
：き
わ
め
：
.で
多
数
に
..の
ぼ
っ
て
い 

^
.9
そ
れ
ら
は
ど:%
に
、、ご
と
：な
づ
た

視

^
:
と

方

法 

を
も
ち
、
多
様
な
課
題
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
米
の 

社
会
思
想
史
概
論
と
い
う
表
題
だ
け

.を

み

る

と

.
'-
そ 

の
よ
う
な
多■
^

■
^:
方
法
と
_

0
を

;%
つ

ヰ

^

思 

想
史
学
に
対
し
，て
、
あ
.る
最
終
的
が
結
着
を
'
.つ
け
" 

い
ま
ま
で
の
研
究
成
果
に
一
つ
の
通
氣
を
つ
ぐ
り
あ 

げ
よ
う
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い
う
氣
図
か
も
と
'に
か
か
れ
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も
の
と
思 

わ
れ
が
：ち
で.あ
る
が
そ
れ
は
必
ず
し
も
.当
ら
な 

い
。

こ

の
本
ガ
概
論
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
広
机
な
内 

容
を
ふ
く
ん
で
い.る
と
し
て%■
、
そ
れ
が
、
こ
の
本 

の
意
図
で
.は
な
い
©
で
あ
る
.。
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' ..:
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想
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お
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想
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極
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